
























































































~ 石 15時21分 4.lm以上























































住宅流 出 全 壊 2，506i'東
1回天井まで浸水 ノ~二 壊 586i'東
床上浸水1m+建物内ガレキ流入 大規模半壊 502棟

































消 火 栓 120カ所
表8.水産関係被害(大槌町産業振興課)
区分 被害数
7]< 産 も包 号員又/u 6カ所
潟、 627隻
漁 具 3カ所
養 殖 施 告R又/L 540カ所
7]< 産 物 1.876 t 
表9.商工 ・観光施設関係被害(大槌町産業振興課)
区分 被災事業所 被災従業員
商業関係 114 482 






区分 施設数 被災学校数 備考












集会所 7 小枕、 須賀町栄町保健福祉会館全壊
図書館 1 全壊














区分 3月11日 3月18日 3月10日(最大)
避難所数 集計不能 38 38 
1，196 避難者数 (城山体育館のみ) 5.144 6.173 
事情 考 初回 避難所数最大 避難者数最大
表13.応急仮設住宅の入居状況 (地域整備課11月30日現在)









① 人的支援状況 (3月17日から 8月31日)











































































. 自宅被軍事状混 - 置rへの問会せ -婆~空軍
・調盗対象者を、フォローの必要性について区分
-媛緊急対応 (2灘関以内)
. ，挺牢長:S 1:i iG，ハlJスザ
→緊急対応・要支援察側は、直ぐに大樋町保告舎
に報告

























スは53人 (1 %)、支援の必要があり229人 (4.5%) 


















































































DPHNT (Disaster Public Health Nursing Team)災害
派遣保健師チームの派遣が有効と考えている。 DMAT
は2005年4月厚生労働省において発足した。 DPHNTに
ついても、国の機関の関与は必要であり、人材登録制に
よる人材確保と教育訓練が必要になる。現在の日本列島
は、常に大規模災害を念頭に災害派遣体制整備が必要
と考える。 DPHNTには、発災現場への専用車両をはじ
め、専用の機器が必要となる。現在保健師は、発災現場
においてどのチームからも地域における重要な役割は、
保健師が担っていると認識されているが、発災直後の防
災本部のメンバーには入っていない。発災現場への保健
-87-
師派遣活動は、住民の日常生活の復旧と被災したコミュ
ニティーの再生に伴う活動であり、住民の安否確認、住
民のニーズ調査、被災地域に必要な支援チームの数と支
援内容の作成、発災現場とのマネージメントをする。い
わば保健師活動の一連の活動を災害地で展開し、結果を
提言書としてまとめ自治体に報告する役割をもっと考え
ている。今回の災害で、健康日本21プランをはじめとし
た、保健師たちが作成した各種の計画書の見直しが必要
になった。
このことから、保健師の災害支援は、被災地の各種
の計画書の作成も含む、長期間の支援が必要とされる。
長期の支援をするためには、研究的要素が必須となる。
DPHNTには、研究者を含めたメンバー登録と教育訓練
の場が必要とされる。
また、全戸訪問に必要な機器として、 ITの開発は必
須である。今回の健康調査は、住民基本台帳に記載され
ている全住民のデータを紙の調査票に貼り付けて、住宅
地図と照らしての全戸訪問を実施したため、調査準備、
調査実施、調査後の活動と膨大な時聞を消費することに
なった。
保健師活動は、そもそも未知の脅威に立ち向かう業務
を担当している。大規模災害もその一つである。そのた
めに必要な基礎教育は、保健師の基礎能力としての個人
と集団の健康課題・社会的要因を複眼的に捉え、双方に
働きかけて解決する能力を獲得することが必要とされて
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いる。そのために必要な科目として、看護師の能力プラ
ス行動科学、疫学・保健統計プラス経済学・社会学の教
育が必要となる。現在の保健師基礎教育では、保健師と
して最も重要な、政策形成能力と研究能力を獲得するた
めの、実習に時間をかけることができない現状にある。
保健師基礎教育は、修士課程で教育し、大災害時に対応
できるDPHNTメンバーとして訓練していきたいと考え
ている。
おわりに
大槌町では、 8月下旬の選挙で、碇川豊新町長が選ば
れた。また、仮設住宅では、入居者による自治会もでき
た。これからは、復興に向けて弾みがつくと期待されて
いる。
調査に参加した全国の保健師達からは、「今後も、長
く大槌町に関わって、見守っていきたい」という希望が
述べられている。町の方々や、大槌町に関心を持たれる
多くの方々と一緒に、これからも大槌町に関わり、支援
していきたいと考えている。
最後になりましたが、大槌町の保健師による全戸家庭
訪問は、参加したボランティア保健師だけでなく、多く
の方々に支えられて遂行できましたことに心から感謝申
し上げます。
